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本市の人口

(昭和47年4月 l日現在)

人 口 総数 188.836人

男 92.042人

女 96.794人

帯 数 58.393世帯世
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市
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願
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と
、
の
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を
独
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の
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で
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と
め
あ
げ
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官
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む
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す
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話
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す
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し
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話
収
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詰
任
期
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い
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き
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、
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に
葉
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付
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四
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。
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。
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述
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す
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す
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よ
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一
事
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付
条
例
昔
、
そ
れ
ぞ
れ
号
室
し
て
可
決
し
た
ほ
か
、
い
ず
れ
も
襲
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
@
次
に
要
員
長
一
一
、
公
著
書
棋
は
主
も
継
続
し
一
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訴
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呂
主
一
賞
金
は
こ
れ
に
対
し
、
霞
の
主
婦
に
閲
す
る
条
例
制
定
一
で
、
厚
生
省
の
導
、
ま
た
は
市
の
一
室
し
、
集
長
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決
し
ま
し
た
一梨
に
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い
て
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す
る
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独
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融
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存
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検
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値
上
げ
華
客
め
た
詩
集
一
二
、
心
掛
警
に
字
薬
害
つ
一
過
し
、
及
員
サ
ー
ビ
ス
尊
重
一
つ
で
あ

3壁
、
救
急
医
療
の
充
一
の
語
環
境
の
妻
、
公
器
吉
岡
一
六
、
し
器
み
取
り
警
の
う
ち
込
一
部
提
供
、
及
市
移
転
を
す
る
た
一が
あ
り
ま
し
た
。
署
員
会
は
乙
の
主

'
一
塁
求
事
た
す
た
め
に
は
費
入
の
一
重
出
し
た
が
、
乙
れ
ら
は
撃
の
明
一
い
て
は
、
年
金
の
哲
要
の
み
で
一
局
に
貸
し
た
と
E
ろ
、
当
局
は
、
「
明
一
実
、
ま
た
閉
高
院
の
読
者
量
一
上
高
る
た
め
の
条
例
で
あ
り
ま
す
一
去
に
主
主
品
京
苦
犯
し
一
め
の
臓
器
度
で
あ
り
ま
す
が
、
互
に
で
、

Eの
費
需
閣
の
鐙

‘Z司令
?r竺
減
を
、
堂
の
山
、
豊
セ
ン
タ
ー
帯
の
一
聖
量
、
霊
疋
に
伴
う
仰
上
げ
一
よ
し
と
芋
、
害
心
理
の
は
あ
一
院
の
湾
議
長
努
力
に
よ
り
、

一さ
を
補
う
た
め
の
サ
ー
ビ
ス

E号
、

言

語

の

中

に

新

た

に

控

一

言

、

草

堂

、

許

可

の

豆

中

よ

り

級

事

耳

土

器

喜

一号

建

し

ま

し

弓

--一一
-
M
7劃
一
同
開
処
分
、
税
震
の
語
、
語
、
一
で
、
い
ず
れ
も
岬
嵯
最
小
限
に
と
ど
め
て
、
施
恨
の
委
書
官
窒
的
一
塁
車
交
は
黒
字
に
転
換
し
た
。
し
一的
改
革
、
さ
ら
に
病
院
の
イ
メ
ー
ジ
か
一
宮
れ
た
景
は
、
命
喜
望
笠
消
し
宮
容
を
行
な
う
。
一

;
i
l
i
t
i
-
-
i
i
i
l
i
t
i
-
-
-
、

，LP，
A
J湘一
官
補
助
の
警
に
努
力
し
、
ま
亙
た
。
な
お
、
一
般
市
民
に
、
は
ね
返
り
一
聖
書
な
い
霊
的
な
対
重
樹
一
か
し
、
現
状
で
は
霞
の
ベ
ッ
ド
匡
一を
る
陪
さ
告
示
す
る
た
め
の
皇
と
し
た
乙
と
、
喜

需

の

量

規

一

職

員

定

数

条

例

目

一

部

改

正

-

温

聞

園

田

本

書

号

室

長

っ

て
擢

に

書

簡

1
・
司
戸
一
部
的
に
は
吋
曹
の
節
約
を
は
か
り
、
乙
一
の
大
き
い
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
四
一
子
る
こ
と
。

一
苦

言

語

と

を

こ
れ
以
上
の
一
施
設
、
特
に
照
閥
、
天
井、

署
員
一
定
、
し
露
白
書
単
語
許
可

7
5工芸
に
要
す
る
服
-

圃

E
を
代
表
し
て
、
一
警
の
も
の
で
し
か
あ
り
得
ま
せ
ん
。

-

員
室
長
は
、
河
口
市
長
所
信
一
れ
を
カ
バ
ー
し
て
い
く
。
四
十
八
年
度
一
十
毒
事
高
上
げ
し
な
い
方
針
で
一
一
一
一
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
壁
哀
を
望
む
こ
と
は
で
重
い
。
ま
号
4
日
め
た
響
的
研
究
高
る
べ
き
一
室
な
も
の
で
あ
る
。
価
上
げ
に
つ
い
一
員
、
病
院
の
霊
山
謹

Eよ
主
申
府
間
調
整
寝
苦
の
仰
上
げ
笠
宮
ふ
た
重
喜
重
喜
め
て
乙
れ
を

一
語

に
も
と
づ
き
、

誌
の
普
に
対
一
以
降
の
財
政
益
事
長
轟
化
の
一
あ
る
と
閉
長
か
ら
回
需
が

( 2 ) 昭和47年5月1日第 13号 市府甲



結目指聖5・鎚券。zい環義 、、質問 J-I. zehiL22ii窓!
ぷii持問設と匂ヨ'E-司ーーー員宅謹主てチ語昌喜号 山中委員長

;;!jifili;;時ii;;iiiiii??臨時21;;諒
:!iiii!?igjii!iH:iii!1;;;jjj;jj!!!!;! 
担問時伯郡山間 昭吟埠?J歳川 iifiut 
jijiifiiiiZ5iiij詳し忽すぐミ¥出i言
野校長君主君ドドE152tizzμLふツヘい¥¥2i汚hZ
語る説し掛持政あE民 票うて去しれ f明記出金7'‘ム 」苦十善寺昔前

( 12壇&師 一般会計歳入 エi 咽

中げ:的安認可なぎは221明 72f.M二、向日中主2露出己主23i115ifsm
t15iii!j!??jijigijjU川うヲitjEiiji!住民指
名言45刊誌はおれ嘉重 m〉ぷ!LIII¥/./ 警諸君1135履い襲ば青寺第五霊i
拘 hELA42zhzi嘘品恐μたラう/ 諸山きわれHEEdAE

5525日立!??揺れ窓辺川215i!日!?;;i!1iiii
iiiifiiiiiiiiiiibl;;::!日討diiiiI3jjiijjiiiiii
記長iii!?i!?!?iiiiiipliiiEヲ揚皆川持拡説明iiiii
諸説Z22号iisf説話E222i |:;ム:霞2;i::;; lE124?設寝室省幹許認E説話
時ii謀長2諮問;iiilfiEZi;;;; 糊 JHめiiii;iii摂理時
出るけは揺れ挑む d zl，f 片 山i 協|絹2HqZEU。主開票結

り、Z定患iztitiiHi主計号zigF23Tg雪EiliiF251時計肘町時事23iそ222教時
{;ljifiとijii!iiii;jiii;臨む!??jii14;;iiiii;!;515ij
ii?iigZ;iii!???ifii昨日出短時間;;ii;ii1;iiiiiisiiii
iit:i許jiiiii!??;i!iiii!?iiiiiifFijijii;iiii1i;;;;ji
自在 な義主主喜志 量iii実22qf ぞ英語三不F213日iiitiiiiijjjii言語iiiili i議i君主単語iibiiiaiiiiHillZ522;iiif露出富山3三2版
印ijilliii;i?liijijii1;iii?iiiiiiiiiiiiii!?iiiiij言語i
iji!jj1!1iijjjfjjjjjj{jjjjliijiii;;;;;;!?i75jjiiii 

~ 
:;y 

数

特一決
別伝で

ti 
交す
の
増

予
算
特
別
岳
民
会
(
山
中
惜
芳
要
員
長
)
は
三
月
十
八
日
か
ら
十
日
間
に
わ
た
り
、
四
十
七
年
度
一
般
、
特
別
会

川
予
算
案
に
つ
い
て
冊
目
晒
し
ま
し
「
も
新
ヰ
算
は
河
口
市
長
が
府
任
以
来
一
カ
年
、
対
話
市
政
を
進
め
る
な
か
で
っ

か
み
と
っ
た
市
民
の
願
い
と
、
の
ぞ
み
を
独
自
の
構
相
で
一
予
算
化
し
た
も
の
と
し
て
、
そ
の
英
断
と
努
力
を
高
く
評

価
、
い
ず
れ
も
無
修
F
で
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
は
七
十
二
偲
四
千
二
四
八
十
八
万
宝
千
円
で
附
年
度

に
出
べ
一
五
・
八
回
増
、
特
別
会
計
の
総
計
は
五
ナ
七
偲
=
一
千
百
三
十
王
万
六
千
円
で
同
じ
く
一
六

・
=
一
括
の
増
で

あ
り
、
両
会
計
あ
わ
せ
る
と
前
年
度
出
一
六
必
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
択
に
会
H
H
H
R
報
告
か
ら
主
な
も
の
岳
拾

っ
て
み
ま
し
た
。

予

算

特

別

委

員

会



善
光
寺
駅
の
合
理

化
反
対

とな
J
-
骨
子
乙
と
は
、
ま
と
一り
子
。
規
定
に
よ
り
惣
持
者
慰
問
し
ま
す
。
一
す
と
、
択
の
よ
う
な
事
く
の
問
題
が
あ
一
す
。
一
る
こ
と
は
、
好
ま
し
い
こ
と
で
は
あ
り
一
同
窓
す
き
と
に
遣
い
た
しま
し
た

日

ぷ

型

炉

一

一

と
に
護
で
あ
り
、
甲
府
市
の
将
来
三
甲
府
市
に
お
い
て
も
森
詰
椛
の
三
県
四
十
七
雪
一
月
三
十
百
一
る
と
噌
え
ら
れ
ま
す
。
一
石
義
し
ま
す
。
一
ま
せ
ん
。
一
(
名
琢
氏
の
略
歴
)

需

要

仰

説

明

勺

均

十

一
無
視
し
た
箔
聞
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
者
一去
を
占
め
る
喜
在
、
童
話
一
甲
府
市
議
公
一
第
一
に
「
書
」
の
規
制
で
一
軍
一
昭
和
四
十
七
年
一
一再
=
干
百
一
塁
突
事
在
、
書
返
還
章
一
信
一
九
八
、
旧
制
甲
府
中
卒
、
需

品

z

国
鉄
は
、
財
政
再
赤
十
カ
年
計
闘
に
一
望
せ
ん
。

一か
ん
震
に
書
さ
れ
、

E
告
の
一
自
重
大
臣
一
め
れ
ば
、
そ
れ
か
ら
星
自
思
議
一
甲
府
市
被
告
一
く
査
し
、
平
和
的
に
利
用
で
き
る
こ
一
閉
役
所
税
懇
話
か
室
長

Z
一J
S一

3
-
5
2

……

従
っ
て
草
寺
駅
を
合
理
化
す
る
乙
と
一
よ
っ
て
甲
府
市
言
語
凶
一室
と
し
て
大
差
別
京

1
2
2町
一
会
議
決
事
せ
ず
、
次
々
と
一
連
合
一
言
葉

m

一
三
ん
で
い
主
確
信
い
た
し
ま
一
任
、
消防長
、
炉

室

、
水
道
芸
一塩
涯
の
州
市
川
院
生

………一

日
守
れ
て
い
る
色
え
ら
れ
て
お
一切

れ

れ

可

抑

制

一五

駐

日

立

川

ド

合
法
索

言

語

裂

が

で

こ

の

決

議

は

i
で
可
決
)
一
宮
よ
一
一
口
甲
府
市
被
告
は
刊
日
清
里
比
一

huf
!一
β
J副
審
議

す
で
に
、
と
承
知
の
と
お
り
望

寺
一面
に
つ
い
て
特
段
の
ご
量
を
い
た
京
芸
は
荒
に
也
、
量
れ
て
お
り
↑

一

れ

が

あ

る

。

一

北
富
士
演
も
場
の

一
語
h
L
T
館空
i
T
E
一

一【
楠
責
】

一
一
束
罪
、
話

震

い
駅
は
本
市
の
書
昼
間
し
名
刺
哲
一
だ
き
ま
す
よ
う
き
暗
明
い
た
し
ま
一手
。

一

の
撤
回

一第一
一に
、
一
度
「
迎
会
に
加
入
す

全
面
返
還
一
止
さ
れ
、
全
耐
返
還
に
よ
る
話
出
一
選
管
委
員
と
補
充
一
郎
、
中
沢
民
、
高

誌

を

は

…

Z
工
と
し
て
、
甲
府
ぶ
ど
う
智
一す
。

一
また
、
一一日七
百
言
め
る
一
般
民
有
一
政
臣
、
昨
年
の
第
六
十
五
通
商
一
る
と
市
町
村
民
事
事
実
上
否
能
一
米
軍
北
草
加
議
事
一
居
転
換
す
一
E
E
T
返
さ
れ
る
よ
う
き
一
員
を
指
名
推
せ
ん

一
術
品
)

……………

日

告

駐

日

一

の

起

訴

一

丸

間

同

一即

日

一

行

詰

れ

宣

告

訪

れ

阿

部

宣

告

rー
な

ど

の

得

票

一

日

れ

れ

が

住

民

一

昨

日

出

一

つ

話

説

明

日

斜

計

百

引

け

・・…

葉
山
町
、
北
郁
子
去
の
国
、
遊
園
7
0

7
陣
L
す
る
首
が
続
出
し
て
い
る
の
一を
需
し
ま
し
た
が
、
主
要
十
八
一
第
一
子
「
ち
」
皇
軍
関
、
官
、

E
に
と
っ
て
茶
亜
大
y
問
題
一
内
閣
総
提
言
一
袋
詰
責
に
つ
い
て
一
月
l
七日の
一
「

i
i
新

条

例

i

埼
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
望
者
需
一
期
;
一
一
斥
三
十
一
日
一
義
で
あ
η
子
。
ー
ま
で
桝
判
票
と
な
っ
て
お
り
ぎ
一
議

P
E
E
R
-リ
一

で

雪

子

。

一

凶

閉

庁

長

官

厄

一

言

で

き

行

な

い

、

警

の

抱

一

05
5
3一
部
軍

需
掛
合
計
剛
の
ろ
え
か
ら
も
将
来
、
一
甲
府
事
会

一
こ
の
よ
う
な
壊
か
ら
み
て
、
璽ハ
一す
。

一コ
ー
ル
若
宮
英
わ
れ

i
三

田

市

は
、
わ
が
関
の
代
史
的
名
川
一
防
課
淳
書
!
一
寄
せ
ん
に
よ
っ
て
次
の
震
が
主
。
甲
府
市
議
事
完
の
石
川
改
正

…
需
震
の
民
明
か
ら
高
等
駅
に
か
一
巡
輸

大

臣

一十
五
回
公
に
お
吋
る

「芸
員
に
関
一
こ
の
内
定
一
都
市
務
組
合
の
喜
一義
察
警
に
な
る
。

一

で
あ
り
、
周
辺
は
、
日
車
問
芸
一
山
梨
県
知
事
一
さ
れ
ま
し
た
。
壬
自
立
就
任
の
日
か
ら
一。
甲
府
内
需
手

T
炉
問
返

・

パ・

吋
る
本
市
の
害
は
ま
こ
と
に
大
吉
な
一
国
鉄
総
裁
宛

一する抗
議
」
は
、
制
的
再
審
理
一
的
な
も
の
と
需
産
話
し
て
い
ま
一
第
四
に
、
「
迎
合
」
の
主
は
、
必
一閣
に
皇
さ
れ
た
名
誌
で
あ
り
ま
一
(
こ
の
前
悲
喜
で
ぽ
)
一
同
年
間
で
す

¥
li

一
手

い
も
の
が
あ
り
ま
す
@

一
静
岡
禁
票
当
同
長
一
も
の
で
あ
り
手
。
し
か
る
に
、
政
府
一す
が
、
そ
の
ね
ら
い
は
草
同
雲
間
叫
的
に
公
社
、
公
団
化
さ
れ
、
そ
れ
は
一

I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

一

一

…………

h控
訴

訂

作

一

林

野

振

興

策

一

信

軒

目

託

尋

問

時

間

目

付

諒

一日

経

坊

決

ね

り

一

新

収

入

役

に

名

取

氏

【

選

i
Hr
和

夫

一

日

説

得

児

5
1孝

一日

日

目

諮

問

諒

一

わ

が

h
H
1
F一刊
日
常
で
あ
る
と
い
わ
ざ

i
M諮
問

計

十

刊

誌

約

一日

訪

れ

号

車

一

満

場

一

致

で
同

意

き

め

る

ん

は

お

星

。

h
M
1
2
3の
一

γ

す
が
、
い
ま
、
ま
主
代
化
と
い
う
名
一
長
に
よ
る
第
二
夜
、
第
三
次
用
語
発
一
よ
っ
て
、
甲
府
民
主
同
士
保
一
の
民
主
、
広
域
謀
析
を
も
っ
た
一
よ
っ
て
、
甲
府
市
総
監
は
こ
の
よ
う
一

'‘

1
1
1
F

一
一一一円
高
議
官
塁
走
で
河
一

4
司

d
品
長
、
四
十
歳
ザ
一。
市
町
民
混
同
勾
割
引
引
例

顕一
十年
昨
春
票
制
理
時
間
諮
問
時
眼
目
出
器
命
留
の
…可能制限一
一UJHWMMMMM

一
本
同
人
の
会
甲
府
支
部
内
章
一
柔
有
価
格
民
地
等
に
よ
り
、
そ
の
一
の
で
あ
り
ま
す
。

一

を
め
ざ
す
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
五
に
つ
い
て
は
十
分
に
壁
書
さ
れ
一

4
引

がい

:

「
た
い
の
で
長
柔
め
る
葉
が
日
一

μ河
辺
?
良
、
七
十
土
例
の
一
部
車

一

一

I

J

s
-
-
r
a

-L
一O
甲
府
市
水
道
吾
首
の
混
同
品
川
に
聞
す

保
択
さ
れ
た
も
の

一
継
続
審
査
す
る
も
の

一

一
=
三
E
E
-
-
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
-
z
z
z
=
=
-
z
=
=
=
=
=
E
z
-
-
=
==
=
=
=
=
=
=
=
=
=
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